
（２）原子力政策、エネルギーミックス、温暖化対策に関する選択肢提示に向

けた基本方針 

   

エネルギー・環境会議は、以上のような姿勢で、来春の選択肢の提示に向

けて、以下のとおり基本方針を定める。エネルギー・環境会議は、原子力委

員会、総合資源エネルギー調査会及び中央環境審議会等に対して、この基本

方針を踏まえ、原子力政策、エネルギーミックス、温暖化対策に関する選択

肢の検討を要請する。 

 

①  原 子 力 政 策 に 関 す る 選 択 肢 の 提 示 に 向 け た 基 本 方 針 

～原子力のリスク管理を徹底するとの方針に基づき選択肢を提示する 

 

原子力発電については、相当程度の社会的費用があり、世界最高水準の

安全基準とその客観的かつ厳格な運用を確立するなど、安全対策を抜本的

かつ計画的に立て直す。また、賠償等のスキームを、国際的な動向と調和

を図りつつ、整備する。 

 

中長期的な原子力政策の在り方については、核燃料サイクル政策も含む

原子力政策の徹底検証を行う中で、安全、環境、エネルギー安全保障、経

済性などの論点を整理した上で、選択肢を提示する。 
 


